
健康福祉委員会資料 

（健康福祉局関係） 

１ 令和２年第６回定例会提出予定議案の説明 

 (18) 議案第１９８号  川崎市総合福祉センターの指定管理者の指定につ

いて 

資料１ 指定管理者指定議案に係る参考資料 

令和２年１１月１８日 

健康福祉局 
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                  資料１ 

議案第１９８号参考資料 

１ 管理を行わせる公の施設の概要 

(1) 名称 川崎市総合福祉センター 

(2) 所在地 川崎市中原区上小田中６丁目２２番５号 

(3) 設置条例 川崎市総合福祉センター条例 

(4) 設置目的 福祉に関する情報の収集及び提供等を行うとともに、市民によ

る福祉活動を支援することにより、市民の主体的な活動による地

域福祉の推進を図り、もって市民の福祉の増進に寄与することを

目的とする。 

(5) 施設の事業内容 ①総合福祉センターの運営等に関する業務 ②総合福祉センタ

ーの利用等に関する業務 ③自動販売機の設置・管理に関する業

務 ④備品等機器の管理及びこれらの使用に関する業務 ⑤そ

の他、施設の管理・運営に必要と認められる業務 

(6) 現在の管理者 社会福祉法人 川崎市社会福祉協議会 

(7) 現在の管理運営費 １５５，４３７，１１４円（５年間の平均額） 

２ 指定管理者となる団体の概要 

名   称 社会福祉法人 川崎市社会福祉協議会 

所 在 地 川崎市中原区上小田中６丁目２２番５号 

代 表 者 名 会長 佐藤 忠次 

設 立 年 月 昭和３８年２月 

基 本 財 産 

又は資本の額 
資産総額 １５億７，２１３万５，８２８円 

職 員 数 

又は従業員数 
理事２６名、監事３名、職員１，０５９名 

設 立 目 的 川崎市における社会福祉事業その他の社会福祉を目的とする事業の健全

な発達及び社会福祉に関する活動の活性化により、地域福祉の推進を図る

ことを目的とする。

事 業 概 要 
（令和２年度）

（１）社会福祉を目的とする事業の企画及び実施

（２）社会福祉に関する活動への住民の参加のための援助

（３）社会福祉を目的とする事業に関する調査、普及、宣伝、連絡、調整及

び助成

（４）（１）から（３）の他、社会福祉を目的とする事業の健全な発達を図

るために必要な事業

決   算 
（令和元年度）

① 事業活動による収支 

事業活動収入      ４，８９７，９１３，６９４円 

 事業活動支出      ４，９７０，９３０，３６８円 

 経常活動資金収支差額    △７３，０１６，６７４円・・・（１） 

② 施設整備等による収支 

施設整備等収入                 ０円 

施設整備等支出        １２，５３９，１１６円 

施設整備等資金収支差額   △１２，５３９，１１６円・・・（２） 

③ その他の活動による収支 

その他の活動収入       １１２，３８３，５６６円 
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 その他の活動支出        ４３，４４５，１１０円 

 その他の活動資金収支差額   ６８，９３８，４５６円・・・（３） 

④ 当期資金収支差額      △１６，６１７，３３４円・・・（４） 

（（１）＋（２）＋（３）） 

⑤ 前期末支払資金残高     ４７５，６３５，０２８円・・・（５） 

⑥ 当期末支払資金残高     ４５９，０１７，６９４円 

（（４）＋（５））

３ 指定期間 
令和３年４月１日から令和８年３月３１日まで 

４ 選定結果 
別紙のとおり 

５ 事業計画 

項  目 事業内容 

情報の収集及び提供事業 市民が福祉サービスを選択する際に分かりやすく、使いやす

い地域福祉情報提供システム「かわさき福祉情報サイト ふく

みみ」の運営を目指す。また、団体のネットワークを活かした

各種福祉サービス情報のさらなる収集を行い、コンテンツ内容

の見直しと情報の拡充を進めていく。情報提供については、Ｓ

ＮＳを利用した福祉情報の配信、動画サイトの開設及び福祉情

報冊子の作成等を行う。 

福祉相談事業 専任相談員による総合的な相談及び弁護士、精神科医、臨床

心理士による専門的な相談を実施し、ニーズに即した適切な支

援ができる体制をつくるとともに、「総合相談支援システム」

による相談対応の情報管理、事例集積を行い、市民自ら情報を

取得し、問題解決できるような支援体制を構築する。 

社会福祉研修センター事

業 

主に地域の方々、グループ、団体を対象とした地域包括ケア

推進研修、地域課題研修、地域活動促進研修を通じて、地域包

括ケアシステムの推進につながる研修を実施する。実施につい

ては、感染症等の状況や参加者のニーズに対応し、オンライン

等の多様な研修開催を行う。 

施設及び設備の提供事業 各施設及び設備の利用料金額の設定は条例に規定されてい

る金額とする。 

その他の事業提案 地域福祉情報バンク事業における福祉相談内容のデータベ

ース運用を行い、相談の傾向やニーズ把握、問題解決の方策等

についてノウハウを蓄積する。そのノウハウを活かし、ボラン

ティア活動振興センター事業と協働して、市内の福祉従事者や

関係機関の援助職を対象とした相談技術向上のための研修を

企画・開催する。 

６ 収支計画                            (単位：千円) 

項 目 
金額（消費税及び地方消費税を含む。) 

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 合 計 

 収  入 208,736 176,449 176,449 209,016 209,305 979,955

 指定管理料 162,196 166,340 166,340 162,196 162,196 819,268

 利 用 料 金 40,590 4,580 4,580 40,870 41,159 131,779

 その他の収入 5,950 5,529 5,529 5,950 5,950 28,908

支  出 208,736 176,449 176,449 209,016 209,305 979,955

※千円未満切上 
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別紙 

川崎市総合福祉センターの指定管理予定者の選定結果について 

１ 応募状況 

  説明会参加：１団体 

  応募団体 ：１団体（社会福祉法人川崎市社会福祉協議会） 

２ 指定管理者選定評価委員会委員 

【学 識 経 験 者】 峯尾 武巳（特定非営利活動法人介護の会まつなみ副理事長） 

【専門的知識を有する者】 中山 珠美（川崎市介護支援専門員連絡会役員） 

【専門的知識を有する者】 鈴木 恵子（特定非営利活動法人すずの会理事長） 

【専門的知識を有する者】 堀越ひろみ（長寿社会文化協会第三者評価事業部調査評価員） 

【財務の専門家】 新井  努（公認会計士） 

３ 選定理由 

仕様書に的確に沿った提案がなされており収支計画も妥当といえる点、及び当該施設

の管理運営や法人の事業等の実績から、安定した施設運営が見込まれる点などを評価し

た。  

（１）事業目的の達成とサービス向上への取組  

当該施設の設置目的を十分理解した上で、地域福祉情報バンク事業における福祉相談

事業や社会福祉研修センター事業における研修内容の活動促進について具体的な上乗

せをした事業計画が提案された点を評価した。  

（２）事業経営計画と管理経費縮減等への取組  

事業計画と整合がとれた収支計画となっていた点を評価した。  

（３）事業の安定性及び継続性の確保への取組  

モニタリングについての考え方、主体的な業務改善に向けた取組が明確に示されてい

た点を評価した。  

（４）応募団体自身についての評価  

事業者の運営方針、経営状況等から、当該施設の安定的な管理が可能であると見込ま

れる点を評価した。  

（５）応募団体の取組  

情報公開、個人情報保護への認識が示されるとともに、団体として各種規程等を整備

している点を評価した。 

4



４ 審査結果（※基準点６００点以上） 

選定基準 配点 
指定管理 

予定者 

①事業目的の達成とサービス
向上への取組 ５００点 ３２２点

②事業経営計画と管理経費縮
減等への取組 ２５０点 １６２点

③事業の安定性及び継続性の
確保への取組 １００点 ５９点

④応募団体自身についての評
価 １００点 ６８点

⑤応募団体の取組 ５０点 ３３点

実績評価点 

（標準を0点として、加減点）
５０点

合  計 １，０００点 ６９４点

５ 提案額            (単位：千円)

年  度 金  額 

令和３年度 １６２，１９６

令和４年度 １６６，３４０

令和５年度 １６６，３４０

令和６年度 １６２，１９６

令和７年度 １６２，１９６

指定管理予定期間総額 ８１９，２７０

※ 端数処理の関係で各年度の金額と合計金額は一致しません。
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